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今日の問題意識	

  「蔵書検索」しかできないサービスは有用か？ 
  「次世代OPAC」「OPAC2.0」など、既存OPACに
ない機能の実装例が欧米で増加 
  リファイン、ファセット、ソートする種類の選択 
  検索対象の拡大　など(久保山、2008) 



OPACの定義から	
 オンライン閲覧目録(online public access 

catalog) 
  コンピュータ化された閲覧目録であり、書誌的記
録は機械可読形式(MARC)レコードで蓄積され、
オンラインによる対話方式で検索を行うもの、利
用者が直接端末機を操作し、所蔵する目録を検
索できるよう設計されたもの 
（図書館情報学用語辞典第2版、丸善、2002年）	

目録にない情報は検索できない？！	



OPAC - 機能面での進化	

カード目録上の情報を検索	

目次情報など、検索可能な情報の強化	

OpenURLへの対応、電子ジャーナルなど 
他のリソースとの相互のリンク	

ブール演算、部分一致、検索結果の絞り込みなどの
検索機能強化	



OPAC -国内での経緯	
1993 東京大学附属図書館がinternet向けにOPAC公開

（telnet接続）	
1994 千葉大学附属図書館がWebをインターフェースと

したOPACを公開	
1997 学情センター、NACSIS WebCAT公開	
1998 早稲田大学図書館、z39.50対応	
2000 東京大学附属図書館 OPAC、i-mode対応	

•  各館のOPACが順次インターネットに公開されてゆく 
•  汎用機へのtelnet接続からWebがインターフェースに	



インターネットで利用できる 
OPACの変遷	

 初期(1993～)はキャラクタベースでの利用 

  1994年頃からWebがインターフェースとなる	

>	 Search	 rice/TL	 and	 Hayashi/AU	 
S1	 150	 Hit	 
>	 Display	 S1 	
       :	



国内でのWebによる最初のOPAC 

 千葉大学が1994年からサービス開始	

日本におけるWWWサーバ黎明期　http://yas.tu.chiba-u.ac.jp/museum/culis/ より 



現在のOPAC 

  …10年以上大きな変化がない？	



いままでのOPACの機能をまとめる	

 基本は「特定のOPACサーバにアクセス、検索し
て所蔵の有無を確認」 
  自動化する＝SDI、メールでのアラート 
  機能拡張＝貸出・複写依頼の発行、オンラインジャー
ナルやリンクリゾルバの利用 

  「端末からサーバにアクセス→検索→結果受理」
の基本機能は汎用機時代から変化していな
い！ 



インターネットユーザの検索行動	

  とりあえずGoogle? 
  目録データがヒットする（こともある） 

  とりあえずamazon? 
  他のサービスと容易に連携できるよう設計されたオンラ
イン書店 

  Knezon [クネゾン](http://knezon.knecht.jp/) 
amazonと47都道府県834市町村の図書館を横断検索 

  amazonから公共図書館の所蔵検索を行うスクリプトに
より「amazonで検索→所蔵検索→予約、来館」 
という利用が可能に (Firefoxで利用可能)  



どうしてGoogle？ どうしてamazon？	

  ヒット件数が多い 
 図書館になければオンライン書店で買うことも 
できる 

  Google Book Searchやamazonなら内容も参
照できる 

 書影、目次やユーザのレビューが参照できる	

既存のOPACにはない要素が参照できる	



「在庫管理システム」に過ぎないOPAC
を変革する方法	

  世の中にあるデータ群と連携、これを利用する 
  他の検索サービスと連携して検索の幅を広げる 

  例：国立国会図書館デジタルアーカイブポータルや国立情報学
研究所のCiNiiは連携のためのシステムを有している 

  書影、レビューはamazonなどが持っているからこれを使う 
  参考：杉山智章, “Amazon Webサービスを使って表紙画像を
表示する”, 情報の科学と技術. 58(5). 2007. pp. 248-253 
http://ci.nii.ac.jp/naid/110006656311/ 

  他のシステム、インターフェースから利用しやすくする 
  「利用者は必ず図書館のホームページから来る」という 
発想を捨てる 

  「今のOPACのインターフェース」に囚われない	



農林水産研究情報総合センターに 
おけるOPACの強化	
 既存のOPACのインターフェースに依存せず書誌
情報を取得できる環境の構築 

 汎用性、高可用性のあるデータフォーマットで出力	

「だれでも」「どこからでも」書誌データを引き出し、 
利用できるシステム	

単なる目録検索サービスから「データプロバイダ」へ	



書誌情報を提供するサービスへ	

  「だれでも」書誌情報をダウンロードして再活用
できる 
  検索結果、文献複写の履歴を文献管理ソフト

(EndNote, Refworksなど)へインポート 
  MARCXML、MODSでの書誌情報出力機能を
実装（2006年）  
  詳細な書誌情報を新着情報通知(RSS)に載せて出
力可能に 

  OpenSearch準拠(RSSでの出力がベース)の検索機
能も追加	



検索方法を工夫	

  「 URLだけ」で書誌情報を取得できるように 
  固定リンク(Permalink)を利用 
  http://opac.cc.affrc.go.jp/alis/summary.csp?Search(略) =03860507&(略)

SearchOption=AND&DB=all&kikan=1&Srt=TL&SELECTkikan=99&RANGE=50&L
ANG=JPN&CHAR=UTF8&reqcharset=UTF8&EDU=0 
ではなく　 
http://library.affrc.go.jp/api/03860507 
で「大学図書館研究」(ISSN 0386-0507)の書誌事項をXMLで
表示 

  「いつでも」「どこでも」検索が可能なように 
  IE7/8、Firefoxの検索プラグイン(OpenSearch準拠)を提供 
  既存のOPACでなくWebブラウザからも検索可能	



Firefoxへの検索プラグインの追加	

インストール用ページから 
リンクをクリック	

「図書館目録検索」を 
追加	

IE7/8, Firefoxともにダウンロードは 
http://library.affrc.go.jp/firefoxplugin.html 



Firefoxへの検索プラグインの追加	

青く光るのがプラグインの目印！	



OPACへの「入り口」が増えた	

 既存のOPACに加え、入り口が増えた 
  より多くの利用者の目に触れやすくなる 

  Webブラウザのプラグイン 
  OpenSearch対応のサービスプロバイダ（国立国会
図書館デジタルアーカイブポータル（PORTA）） 

  固定リンク、RSSの書誌情報をGoogleがクロール 
  SRU/SRWなどによる横断検索対応(2009年) 

 相互貸借増加の一因ともなった	



インターフェースは様々、結果表示は同じ	

国立国会図書館 
デジタルアーカイブポータル 
http://porta.ndl.go.jp/ 

Firefox検索プラグイン	

他の横断検索サービス	

農林水産試験研究機関 
総合目録 
http://library.affrc.go.jp/ 



アクセス件数も増加	



ここまでのまとめ	

 書誌情報をOPACでの出力と併せ、MARCXML、
MODSなど標準的なフォーマットで提供 
  「すぐに使える」データを提供可能 

  OpenSearchなど検索用API (Application 
Program Interface)を整備 
  図書館システムに組み込まれたOPACに依存しない
検索サービスが可能となった 

  他館、他のシステムとの容易な連携の可能性	



今後の方向性-いくつかの提言から	
  「今後の図書館システムの方向性について」 

(国大図協, 2007年3月) 
  「OPACを一つの情報サービス部品として位置づけ、OPACを中心
に置かなくても他のシステムやサービスとの組み合わせで提供」 

  「平成19年度書誌調整連絡会議記録集」 
（国立国会図書館, 2008年3月）	
  「データの開放性を高め、ウェブ上での提供を前提として、多様な
方法で容易に入手、活用できるようにする。」 

  この方針を元に、2008年からNDL-OPACからの書誌データのダウ
ンロード、雑誌記事索引のRSS配信を開始 

  CiNiiでのAPI(OpenSearch)提供開始(2009年4月) 
  APIの活用を競うコンテスト開催(2009年6月～9月) 



「次」への試み	

  OPACを部品として捉える 
  APIの提供により、図書館員用のシステムと利
用者用システムを分離する	

 利用者が使いやすいインターフェースの整備を
図書館側で行える 

  エンドユーザがインターフェースを選択、自作で
きる。	



「検索」と「管理」の分離	

  NACSISとの連携と同様に、他館のシステム等
と標準的なプロトコルで連携できる	

蔵書管理・ILLなど業務システム	

NACSIS-CAT/ILL 
(NACSIS-CATP) 

システム付属のOPAC 

Webcat 
Webcat plus 

各種の 
検索プロトコルに対応	

他館システムとの連携	

NIIによる検索サービス	
お仕着せの 

インターフェース？	自由に設計可能	



メタサーチシステムの導入と 
自館でのカスタマイズ	

  MetaLib(Ex Libris社)とAPIオプションであるX-serverを
導入 

  インターフェースは 
自館で用意することが 
前提の構成	

MetaLib 
(パッケージソフト) 

MetaLib 
(パッケージソフト) 

X-server 
(APIオプション) 

Xerxes 
(フリーウェアの 
インターフェース) 

• インターフェースの変更不可 
• 更新はEx Librisによる 
バージョンアップのみ 

• MetaLibの全機能利用可	

• インターフェースは自由にカスタマイズ可能 
• XerxesはCalifornia State Universityに 
よるフリーウェア 

• MetaLibの一部機能が利用できない	

市販の製品	

オープンソース、 
GPLで配布	



MetaLibの標準インターフェース	



メタサーチにOPACを組み込む	
  OPACにAPIを有することで自由にインター
フェースを選択し構築可能となった 

 文献データベースなどとの横断検索を実現	



メタサーチにOPACを組み込む	

  メタサーチがもつ各種の検索支援機能を利用	

データベース毎の 
ヒット件数表示	

キーワードでの 
絞込候補	



まとめ	

 普通のOPACから「APIによる書誌情報の出力、
提供」を通じてサービス手法を変化させた 

 結果、利用方法を多様化したほか、図書館側で
の自由なインターフェース構築の可能性までが
広がった 

  「いつでも」「どこからでも」書誌情報が利用でき
る環境が構築できた	

単なる目録検索サービスから「データプロバイダ」へ	
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